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  イ 住 宅
じゅうたく

入 居
にゅうきょ

等
とう

支援
し え ん

事業
じぎょう

（居 住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

） 
 

    賃貸
ちんたい

契約
けいやく

による一般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

（公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

や民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

）への入 居
にゅうきょ

を希望
きぼう

しているが、保証人
ほしょうにん

がいないなどの理由
りゆう

により 入 居
にゅうきょ

が困難
こんなん

な 障
しょう

がい

のある方
かた

に対
たい

して、入 居
にゅうきょ

に必要
ひつよう

な調 整
ちょうせい

などの支援
しえん

を 行
おこな

います。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

住 宅
じゅうたく

入 居
にゅうきょ

等
とう

支援
しえん

事業
じぎょう

 

(居 住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

) 
箇所数
かしょすう

 16 17 18

 

  ウ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
 

    成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

が必要
ひつよう

と認
みと

められ、本人
ほんにん

や親族
しんぞく

等
とう

による申立
もうした

てが

期待
きたい

できない知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

について、市長
しちょう

が申立
もうした

てを 行
おこな

い費用
ひよう

を負担
ふたん

して成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

を支援
しえん

します。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

 

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

 
箇所数
かしょすう

 1 1 1

 

 (2) コミュニケーション支援
し え ん

事業
じぎょう

 
 

   聴 覚
ちょうかく

、言語
げんご

機能
きのう

、音声
おんせい

機能
きのう

の 障
しょう

がいのために意思
い し

疎通
そつう

を図
はか

ることに支障
ししょう

が

ある 障
しょう

がい者
しゃ

などに、手話
しゅわ

通訳
つうやく

や要約
ようやく

筆記
ひっき

を 行
おこな

う方
かた

を派遣
はけん

し、コミュニケー

ションを支援
しえん

します。 
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  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

 
利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

579 632 690

延
の

べ派遣
はけん

人数
にんずう

／年
ねん

6,946 7,584 8,280

手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

設置
せっち

事業
じぎょう

 
箇所数
かしょすう

 1 1 1

通
つう

訳者数
やくしゃすう

 65 65 65

要約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

派遣
はけん

事業
じぎょう

 
利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

78 79 80

延
の

べ派遣
はけん

人数
にんずう

／年
ねん

941 948 961

 

 (3) 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

 
 

   重度
じゅうど

の 障
しょう

がいのある方
かた

に、自立
じりつ

生活
せいかつ

支援
しえん

用具
ようぐ

等
とう

の給付
きゅうふ

を 行
おこな

います。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

介護
かいご

・訓練
くんれん

支援
しえん

用具
ようぐ

 

給
付

き
ゅ
う
ふ

件
数

け
ん
す
う

／
年ね

ん 

125 125 125

自立
じりつ

生活
せいかつ

支援
しえん

用具
ようぐ

 870 900 930

在宅療
ざいたくりょう

護
ご

等
とう

支援
しえん

用具
ようぐ

 356 378 400

情 報
じょうほう

・意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

用具
ようぐ

 489 489 489

排泄
はいせつ

管理
かんり

支援
しえん

用具
ようぐ

 28,000 29,321 30,642

居宅
きょたく

生活
せいかつ

動作
どうさ

補助
ほじょ

用具
ようぐ

 

（住 宅
じゅうたく

改修費
かいしゅうひ

） 
69 69 69
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 (4) 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
 

   屋外
おくがい

での移動
いどう

が困難
こんなん

な 障
しょう

がい者
しゃ

などに、外 出
がいしゅつ

のための支援
しえん

を 行
おこな

います。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

個別
こべつ

支援型
しえんがた

 

箇所数
かしょすう

 305 320 335

利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

2,459 3,000 3,265

延
の

べ利用
りよう

時間
じかん

／年
ねん

350,550 463,050 503,953

車 両
しゃりょう

移送型
いそうがた

 
延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
6,230 6,250 6,300

 

 (5) 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター機能
き の う

強化
きょうか

事業
じぎょう

 
 

   創作的
そうさくてき

活動
かつどう

又
また

は生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

の提 供
ていきょう

、社会
しゃかい

との交 流
こうりゅう

などを 行
おこな

う地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターに対
たい

する運営費
うんえいひ

補助
ほじょ

を 行
おこな

い、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の支援
しえん

を

促進
そくしん

します。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

基礎的
き そ て き

事業
じぎょう

 
箇所数
かしょすう

 81 79 78

利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

1,028 1,004 1,000

機能
きのう

強化
きょうか

事業
じぎょう

 箇所数
かしょすう

 69 67 66

  ※ 一定
いってい

の要件
ようけん

を満
み

たす地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターについては、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

「地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

センター機能
きのう

強化
きょうか

事業
じぎょう

」の対 象
たいしょう

となる。 

 

 (6) その他
た

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

 

  ア 福祉
ふ く し

ホーム事業
じぎょう

 
 

    現
げん

に住 居
じゅうきょ

を求
もと

めている 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、低額
ていがく

な料 金
りょうきん

で居室
きょしつ

その他
た

の

設備
せつび

を利用
りよう

させるとともに、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 
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  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

福祉
ふくし

ホーム事業
じぎょう

 定員
ていいん

 47 47 77

  イ 入 浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

 

    訪問
ほうもん

などにより入 浴
にゅうよく

サービスを提 供
ていきょう

し、身 体 障
しんたいしょう

がい者
しゃ

の身体
しんたい

の清潔
せいけつ

の

保持
ほ じ

、心身
しんしん

機能
きのう

の維持
い じ

などを図
はか

ります。 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

重度
じゅうど

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

 

入 浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

 

利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

99 120 128

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

3,886 4,696 4,970

  ウ 旧身体
きゅうしんたい

障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

利用者
りようしゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

    身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

事業
じぎょう

（身 体 障
しんたいしょう

がい者向
しゃむ

け公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

に居 住
きょじゅう

してい

る重度
じゅうど

の身 体 障
しんたいしょう

がい者
しゃ

に介助
かいじょ

サービスを 提 供
ていきょう

する事業
じぎょう

。自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

へ

の移行
いこう

に 伴
ともな

い平成
へいせい

20年
ねん

３月
がつ

31日
にち

事業
じぎょう

終 了
しゅうりょう

）を利用
りよう

していた方
かた

に対
たい

し、

自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

のサービスにない 駐 車 場
ちゅうしゃじょう

の除雪
じょせつ

、庭
にわ

の除草
じょそう

及
およ

び供 用
きょうよう

部分
ぶぶん

の

清掃
せいそう

の支援
しえん

を 行
おこな

います。 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

旧身体
きゅうしんたい

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

事業
じぎょう

利用者
りようしゃ

支援
しえん

事業
じぎょう

 
利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

6 6 6

  エ 更生
こうせい

訓練費
くんれんひ

・施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

就 職
しゅうしょく

支度
し た く

金
きん

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

 

    身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

授産
じゅさん

施設
しせつ

、身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

施設
しせつ

に 入
にゅう

・通所
つうしょ

している 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、訓練
くんれん

に必要
ひつよう

な経費
けいひ

等
とう

を平成
へいせい

23年度
ねんど

まで経過的
けいかてき

に支給
しきゅう

して、
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社会
しゃかい

復帰
ふっき

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

更生
こうせい

訓練費
くんれんひ

・施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

就 職
しゅうしょく

支度
したく

金
きん

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

 
支給者数
しきゅうしゃすう

／年
ねん

26 13 0

 

  オ 生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
 

   Ａ 生活
せいかつ

訓練
くんれん

等
とう

事業
じぎょう

 
 

     障
しょう

がい者
しゃ

などに対
たい

して日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

必要
ひつよう

な訓練
くんれん

などを 行
おこな

います。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

社会
しゃかい

 

生活
せいかつ

教 室
きょうしつ

開催
かいさい

事業
じぎょう

 

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
1,200 1,200 1,200

オストメイト社会
しゃかい

 

適応
てきおう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
330 340 350

音声
おんせい

機能
きのう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 
延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
850 850 850

点字
てんじ

による即時
そくじ

情 報
じょうほう

ネットワーク事業
じぎょう

 

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
6,600 6,600 6,600

中途
ちゅうと

失明者
しつめいしゃ

社会
しゃかい

 

適応
てきおう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
1,300 1,300 1,300

 

  カ 日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
 

    障
しょう

がい者
しゃ

などの家族
かぞく

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

及
およ

び日 常 的
にちじょうてき

に介護
かいご

している家族
かぞく

の一時的
いちじてき

な休 息
きゅうそく

を図
はか

るために、 障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

を一時的
いちじてき

に預
あず

かり介護
かいご

します。 
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  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

 
利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

862 862 862

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

16,220 16,220 16,220

 

  キ 社会
しゃかい

参加
さ ん か

促進
そくしん

事業
じぎょう

 
 

   Ａ スポーツ・レクリエーション教 室
きょうしつ

開催
かいさい

等
とう

事業
じぎょう

 
 

     スポーツ・レクリエーション活動
かつどう

を通
つう

じて、 障
しょう

がい者
しゃ

の 体 力
たいりょく

増 強
ぞうきょう

、

交 流
こうりゅう

、余暇
よ か

などに資
し

するため及
およ

び 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツを普及
ふきゅう

するため、

各種
かくしゅ

スポーツ・レクリエーション教 室
きょうしつ

を開催
かいさい

します。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

スポーツ・レクリエー 

ション教 室
きょうしつ

開催
かいさい

等
とう

事業
じぎょう

 

延
の

べ利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

 
1,280 1,290 1,300

 

   Ｂ 点字
てんじ

・声
こえ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

 
 

     文字
も じ

による情 報
じょうほう

入 手
にゅうしゅ

が困難
こんなん

な 障
しょう

がい者
しゃ

のために、点訳
てんやく

、音訳
おんやく

その他
た

障
しょう

がい者
しゃ

に分
わ

かりやすい方法
ほうほう

により、広報
こうほう

さっぽろの 情 報
じょうほう

など 障
しょう

がい

者
しゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

をする上
うえ

で必要度
ひつようど

の高
たか

い情 報
じょうほう

を定期的
ていきてき

に提 供
ていきょう

します。 
 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

点字
てんじ

・声
こえ

の広報
こうほう

等
とう

 

発行
はっこう

事業
じぎょう

 
利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

900 900 900

 

   Ｃ 奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 
 

     聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

等
とう

のコミュニケーション支援
しえん

に必要
ひつよう

な手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

や要約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

、点訳
てんやく

朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

を養成
ようせい

します。 



46－　 －

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 人数
にんずう

／年
ねん

 400 400 400

要約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 人数
にんずう

／年
ねん

 30 30 30

点訳
てんやく

朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 延
の

べ人数
にんずう

／年
ねん

1,000 1,000 1,000

   Ｄ 自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

訓練費
くんれんひ

・改造
かいぞう

補助
ほじょ

事業
じぎょう

 

     自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

の取得
しゅとく

及
およ

び自動車
じどうしゃ

の改造
かいぞう

に要
よう

する費用
ひよう

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

しま

す。 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

・

改造
かいぞう

補助
ほじょ

事業
じぎょう

 
利用
りよう

人数
にんずう

／年
ねん

84 86 88

   Ｅ 障 害 者
しょうがいしゃ

あんしん相談
そうだん

運営
うんえい

事業
じぎょう

 

     障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

に係
かか

る相談
そうだん

等
とう

に応
おう

じるため、 常 設
じょうせつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を

設置
せっち

し、専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

に応
おう

じるほか、専門
せんもん

機関
きかん

への情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を 行
おこな

いま

す。 

  〔Ｈ21年度
ねんど

～Ｈ23年度
ねんど

のサービス見込量
みこみりょう

〕 

事業名
じぎょうめい

 単位
たんい

 Ｈ21年度
ねんど

 Ｈ22年度
ねんど

 Ｈ23年度
ねんど

 

障 害 者
しょうがいしゃ

あんしん 

相談
そうだん

運営
うんえい

事業
じぎょう

 
箇所数
かしょすう

 1 1 1
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≪権利
けんり

擁護
ようご

体制
たいせい

について≫ 

 

≪虐 待
ぎゃくたい

情 報
じょうほう

への対応
たいおう

について≫ 

 

 

 

高齢者
こうれいしゃ

・ 障
しょう

がい者
しゃ

生活
せいかつ

あんしん支援
しえん

センター（Ｈ20.10～） 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

高齢
こうれい

や 障
しょう

がいのため日常
にちじょう

生活
せいかつ

に不安
ふ あ ん

のある方
かた

の相談
そうだん

 

福祉
ふ く し

サービス苦情
くじょう

相談
そうだん

 

市
し

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

が市民
し み ん

に提供
ていきょう

する

福祉
ふ く し

サービスに関
かん

する苦情
くじょう

相談
そうだん

障
しょう

がい者
しゃ

あんしん相談
そうだん

 

障
しょう

がいのある方
かた

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

に

関
かん

する相談
そうだん

 

高齢者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

相談
そうだん

 

高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

に関
かん

する相談
そうだん

 

相談
そうだん

支援
しえん
による安心

あんしん
の確保
かくほ
 

障
しょう
がい者

しゃ
 

高齢者
こうれいしゃ

 

札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

における法人
ほうじん

後見
こうけん

業務
ぎょうむ

 

 

障
しょう
がい者

しゃ
 

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

 

障
しょう

がい福祉
ふくし

 

事業所
じぎょうじょ

 

相談
そうだん

関係
かんけい

事業所
じぎょうしょ

 

関係
かんけい

団体
だんたい

 
地域
ちいき

住 民
じゅうみん

、民生
みんせい

委員
いいん

 

札幌市
さっぽろし

 

 障
しょう
がいのある方

かた
への虐 待

ぎゃくたい
が 疑
うたが
われる情 報

じょうほう
（虐 待
ぎゃくたい

情 報
じょうほう

）に対
たい
して迅速

じんそく
に対応
たいおう

するた

め、①相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう
に通報
つうほう

窓口
まどぐち

を設置
せっち

、② 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

認定
にんてい

や判定
はんてい

時
じ
における

状 況
じょうきょう

確認
かくにん

、③ 虐 待
ぎゃくたい

情 報
じょうほう

の適切
てきせつ

な管理
かんり

及
およ
び必要
ひつよう

な範囲
はんい

での 情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

などの取組
とりくみ

を

行
おこな
い、関係

かんけい
機関
きかん

と連携
れんけい

して、速
すみ
やかに 状 況

じょうきょう
を確 認
かくにん

し、適 切
てきせつ

に対 応
たいおう

できる体 制
たいせい

の

整備
せいび

を図
はか
っています。 

通報
つうほう

窓口
まどぐち

虐 待
ぎゃくたい

情 報
じょうほう

 

迅速
じんそく
な状況
じょうきょう

確認
かくにん

適切
てきせつ
な対応
たいおう

障
しょう
がい福祉課

ふくしか
区
く
 更生

こうせい
相談所
そうだんしょ

等
とう
 

連携
れんけい

協働
きょうどう

 

情 報
じょうほう

管理
かんり

 




